
第3色覚異常は極めて少ないものであり，わ   

が国ではいまだ確実な報告例はない。したがっ  

て第1，第2色覚異常が対象忙なるが，海技試  

験では第2慶の中等慶の色弱者も合格としてい  

る。はたしてこの程鹿の色弱者で船長．航海士  

の作業能力に支障を生じないであろうか。この  

点忙ついて検討するため，第1慶の色弱軽度異  

常者を対象として，実際に海上にあって，夜間  

の色光をどの様に判断するのか，誤認調査を行   

なった。   

Ⅵ 夜間海上色光に対する色弱者の誤認  

調査  
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A まえがき   

船長，航海士の戦能で要求されることは，夜  

間の船舶灯，航路標識灯夜どの視認で色混同を  

おこさないことである。正常と色盲の間にある  

色弱の程度には巾があり，船長，航海士に必要  

な程度をゼこにおけばよいかを検討する必要が   

ある。   

現在，海技試験で実施されている石原氏式の  

色覚検査表は，色覚異状を検出するためのスク  

リーニング用であり，色弱の程度は判定できな  

い。したがって，石原氏式のみにたよらず程度  

を判定することのできる大熊氏式色盲色弱慶検  

査表が使用されている。   

叫般に色覚異常者の分類をつぎのように分類   

している。  

B 調査対象および方法   

被検者は3名，両眼共忙視力1．2で，各種の  

色覚検査により，第2色弱軽度（緑色弱軽度）  

と判定された男子。  

調査の場所は下記の如くである。   

昭和4う年う月18日，5月19日，夜間，  

瀬戸内海航路（関西汽船）  

神戸 一 高松 一 別府間  

往・ 天候bc，風力1～2，日没（明石）后  

播磨湛→備輩瀬戸束部→西部   

復・ 天候bc，風力1，日没（松山）后  

伊予灘→釣島水道及び附近→来島海峡   

実験方法は，船橋で検者が指摘した色光を，  

約10～20秒以内忙読ませた。指摘した色光  

は海図，レ一夕および灯台表により距離（海里）  

ならびに色光の種類を判別した。  

灯光色の数は乗Ⅵ－1の如く，黄80，赤   

44，緑28，橙1，白骨2の言十15うを対象  

として検査を行なった。   

第1慶…軽産または徹  
底（弱慶）   

第2鹿‥・中等鹿   

第3慶‥・色盲．強度色  
弱   

第1慶…軽度または後  
産（弱度）   

第2慶…中等慶   

第3慶…色盲，強変色  
弱  

第1色覚異常 （票冨恵一  

第2色覚異常  

（霊冨志）＿“  

C 実験結果   

1．灯光色数および誤認率  

誤認率は衷1V－1のとおりである。黄，赤  第3色覚異常  
（育黄盲）  

極めて稀  

一77 け   


















